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シタ考デナク謂、ノ、>世間見ズノ考即チ井底ノ痴蛙的ノ考トシタ申上グンバ、一體晝卜云フモノぐ元來物體ヲ寫 
シタモノデアツテ物體ガ無ケレバ從テ畫モ無イ箸デア，卜考へ 〆 物體ガ人/思フ儘一一自由自在一一何時デモ眼前 
11出ーグ來ル、即チ自分ガ其レヲ見タイトカ又其物體ヲドウカシタイトカ思フ時-ーハ直-一其物體ガ眼前二現ハレ 
ルト云フ樣ナ自在カヲ人間ガ有ス，モノトスレバ畫ナド、ノ無クテモヨイ譯デアル、所ガ無論サク云フ樣ナ幻術 
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ス 〆 卜 其畫ノ基礎 トナ 〆 モノハドウシテモ 種々 ノ實物デアツテ其實物ヲ畫トシテ示ストキハ全ク人ヲシテ其實 
物夕，コトヲ感ゼシム 〆 ヤウ即チ實物ノ形狀色彩若クハ天然ノ働キヲ其繪畫ノ上-一.失ッテ居テ ハ 決シテ ナラヌ 
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B 本 美術 院- lr ア 講演セル‘「繪畫一一於ケル植物」 __ 

先： n 〔大正五年〕モ私ハ文展ヲ見一一參リマシテーニ時間ノ程キ見テ居夕其間ノ感ジヲ拙イ文章ナガラ東京朝日 
新聞一ーテ發表セシガ僅ノ間ニモアレ程ノ缺點ガ私共.ノ.目11ハ見.得ラ,，ヽノデアル'私ノ其時ノ感想ヲ白狀ス, 
卜、扱み、畫ヲ描ク人メ無論平素二六時中斷 H ズ物體ヲ描テ居，-1:モ拘ラ.ズ素人デ乇直グ分ぐヤ.ウナ實際卜違 
ツテ居，乇ノヲナゼアー氣ガ附カヌデアースタカ又畫家ハ素人卜違- t 極メー グ銳敏デ見レバ直.ダ分ルヤウナ眼力.二 
ナツテ居ナケレバナラヌ箸デアル上- i 平素始終物體ヲ描テ居 V /デア少ヵラ、例バ ーノ植物ヲ見ルニ.シテ乇其 
葉ノ姿、花ノ着キ方、花/機關ナド直-一一目瞭然卜分ルヤウ11ナツテ居ナケレベナラヌ筈デア V ノ.-1、實際、ノ 
之二反シーアアレ程物ノ形ヲ寫ス -1 誤、カア 〆 卜云フノハ抑モ如何ナダ所以デ■アラクカ、ド.クシテ法私共.一一..ハ理解 
スルコトガ出來ナイノデアグ然シ私ノ想像デアルガ是レニ或ハ漫然卜其物ノ表面カラ見テ筆ヲ執ラル、.爲メデ 
アルカ或ハ畫ノ流派々々ガアツテ假令實際卜違ツーブ居テモ其流流デ>>斯ク描カナケンパナラヌト極^テ居ツテ 
晝ヲ習フ最初カラー定シタ型二描クべキモノデアルト云フコトガ頭 一！浸ミ込ンデ居テ其1/デ氣ガ附カヌノデア 
ラクカトモ思フ、畫家ハ始終.二物體ヲ寫シツ、アグ者デア火卜云フコトカラ考へルトドクシーブモ實際ノ物ヲ觀 
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ル譯デアル、素人ハ頭デ期ク云フ畫ヲ描キタイト思フテモ手ガ小ノシモ動カナイデ心手相應卜云フコ } ガ出來ヌ 
譯デア,ガ畫ヲ描ク練習ヲ積マ.レタ御方ハ思フ樣-1自由自在-一筆ヲ執ルコトガ出來ルヤウニナツテ居，然，二 
今ノヤクニ物體ヲ寫ス上11於テ實際卜〈幾多ノ相逢ガ出來ーグ居，卜云フ> ぐ實•一一不思議一一思ハルヽノデ其處デ 
私共ノ方カラ美術家諸君一一對シテ希望ス，所ノモノハ如何， I 粗末ナ描キ方デモ又如何二淺ツサリト崩シ.テ描イ 
タモノデ；モ又如何二.密ナ畫チモ其植物ノ形狀姿勢卜云フヤ■ウナモ.ノハドウシー 7 " モ賀際卜違メヌヤウ -1 シテ戴 
キタイノデア，、私ぐ此ノヤウ -1 實際卜違ハヌヤク1 i シテソレヲ美術化シタモ.ノガ畫トシテ最モ上乘デハナイ 

























二添加セラレーブア 〆 トスレバ其植物ダケハ問違ッテ居テモ其晝面中/主トナルモノサへ正確ナレバソレデヨイ 
卜云フ譯-ーハ行クマイト思フ先日/文展-1出テ居ッタ寺崎廣業氏ノ晝デモ晝トシーグハ立派ナ乇ノデア. 〆 カモ知 
ラヌガアノ晝ノ後方-一描イープアッタ白樺ハ私共ノ方カラ見ルト少シモ白樺トハ感ジナイ唯幹ノ處ガ白クナッタ 
居 〆 カラ白樺デアラクカ位ノ乇ノデアッタ無論此植物ヲ白樺一一見セヤクトシテ描カレタモノデアロクガ其前 ,I 
立ッテ居 〆 婦人ハ立派ナ婦人夕广コトヲ發揮シテ居，ノーー其背景夕，植物ダケガコウ云フコトデハ甚ダ殘念 ，I 
堪ラレナイ荀モ畫中一一入リタ 〆 物ニサク輕重ノア 〆 べキ筈ハナイノ.デ丁度一人ノ主ナ，役者ガ巧ミ—其藝能ヲ 
發揮シテ居テモ他ノ伴、ノレタグ役者ガ少シ乇其レ自身ノ役ヲ發揮シナカッタナラバ其舞臺面ガ滅茶々々_|ナ, 
卜同ジヤクーー畫中ノ物ハ植物/植物、動物ハ動物、小サキ物デ乇大キナ 物 デモ.總テ其物相當ナ形狀態度 ヲ發軍 
シ.テ居ラナケレバナラヌト私ハ考へ，、其處デ文展二出夕畫, I 就テ見テモ.アレ..程澤山/缺點ノア 〆 ノハ如何一 I 
モ殘念ナコトデア，卜思フ故私共ノ方カラ見テ乇畫ハ缺點ノ無イ正確ナ物,ーシテ戴キタイト晝家二熱望ス 〆 次 
第デア，是レハ獨リ私共ノ植物ノ方バカリデナク動物學者ノ方面デ乇又其他ノ方面ノ人令デモ矢張同ジ希望 ヲ 
有シテ居ルコト、思フ私ノ平素描イテ居，植物ノ晝ハ全ク純粹ノ寫生圖二過ギヌガ其；：，デモ體裁卜力釣合等一一 
ハ夫レ々々相當ナ注意ヲ邮ッテヤッテ居，其處デ美術畫家へ對シ.テ/私共ノ希望ハ正確一一描イタ其レテ美術化 
シーグ戴キタイノデアルナウナレバ繪畫二全ク缺點ガ無クナッーブ之レヲ千載ノ後二遺シテモ決シテ恥，所ノナイ 
モノニナ,卜思フ是レガ植物.トカ動物トカ云フヤウナモノデアグカラ人ガ左程嚴重二批判ヲ試ミナイノデアル 
ガ若シ人間 ヲ 間違へ テ 描イタラドクデア ロ ウ鼻ガ頰,一附テ居ルトカ眼ガロノ 下 一 I 在 〆 卜云 フヤク十 人物 ヲ描イ 
テ出セ パ 值グーー 非難 ヲ受ク ，二 相違ナイ其レト同ジコトデ若シ自分ノ解カッテ居, 部分 ダケハ正確ニス r ガ不 
案 內ノ物ハドクデモ ヨ イト云フコトデアッタナラバ甚ダ不條理ナコト、思フ苟モ晝中 - I 入 〆 モノハ細大トナク 
.又其 物ノ輕 重-一 拘ハラズ其 何 レノ 方面 ヲモ 少シモ實物卜 背馳 シナイモノトシナケレバ 決 シテ識者 ヲ首肓 ナセ a 
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千葉-學專門學校醫學士 今 井忠 {示 

我日本產植物ノ名稱ヲ檢スル人々ハ毎—其學名ノ終リ-一^ E - ETSAV . 又ハ FBANCH . ET SAV . 卜記シアルニツノ人名ヲ見ルデア n ウ此！ ' ■•» 並 
1一 FBANS •ハ卽チ feanohet ( IS ランシエ〕 ノ咯デ佛蘭西ノ 有名ナ植物學者 (今 ハ 旣 -1 故人トナッタ〕 デ アル此人 ハ遂 -1 我邦へ ハ來ナヵッタ又 
SAV - ハ卽チ SAVATIEH (サヴアチノ略デアル此ノ如ク署名セル植物ハ悉ク 皆此兩氏 /著トシ テ公刊 セラレタル日本植物總 目錄 ナル Enumer — 
atio Plantarum in Japonia sponte crescentium . 一|出 テ居ル、而シテ我邦 / 植物二緣故 深キ此 Savatieb 氏ノ事蹟 ハ今日マ デ.敢テ誰 レモ 謗索シ' 
ナヵッ タガ今玆 -1 橫須賀市若松五十 九番 地-一 住 ハル、神奈州縣警察醫今井忠宗君ノ盡 力- 1 ヨリ テ始メテ其委曲 ガ明 -I ナッ テ 吾人ハ 轉夕痛快-一惑 
ズ ル、此樣二植物 名ノ 末- 1 NBANCH . ET SAV •卜兩人ノ名ヲ署スレドモ實 ハ其 植物/ 檢定記載 ノ 仕事ヲシタ/ハ獨リ FBANCWET 氏 デ アツテ盖シ 
SAVATIE H 氏 ハ 預カ ラナカツ タ然シ SAVATIE W 氏ハ我 邦、 特二 橫須賀附近 / 植物ヲ 採集シ テ 其 多 數ノ材料ヲ供給シタカラ FWANCHET 氏ハ甚ダ之ヲ 
德トシ且ツ之ヲ尊 Jti / テ 自分 卜 SAVATSB 氏トノ兩人ガ命名シタ =e ノト シテ植物名末-1 兩人ノ 名ヲ署シテ以テ SAVATIEB 氏/日本植物11對スル 
功績ヲ 不朽-一傳 フル ノ 用意ヲ シタモノデ アル、又我邦ノ植物-一 SAVATSK 氏 / 名ヲ其種名トシテ同氏 / 名譽ヲ 表彰 シ又ハ 記念 セル モノ- |ハ£8- 
teia s<watieri gAXIM •(あを ふたばらん)、 Aster savatieriMA0NO. (のしゆんぎく)、 wryoxipEu 日 Savatieri Mitt .( えびごけ)、 polysipcronia 
■ savatieri HASOT . (さばちえぐさ〕 等 ノ如キモノガアル' 牧脚 富 太郞識ス 
サゲア チェー 氏ハ 其姓名 ヲボ ー ル、—アメデ ー、ルドウィック、サゲアチェ (PAUL AMs ' g.E ludoviqSAY ATIEK ) 卜 
呼ブ 

西曆千八百三十一年 (.ブレット シユナイデル 氏 一一據レパ千八百三十年)即チ我天保二年一一佛國シャラント、アン 
フ H リオール (Charellte Ilxferieur) 一一生レ醫師ニシー r 傍ラ植物學二通'ゼリ 

サゲア チ — ェ—氏ハ我 邦こ來,前 二已ニ ータビ 支那 二 在？-! X コト アリシガ其ハ蓋シ西曆千八百六十年(我萬延元年} 
ノ頃ナリシ而シテ彼ノ長髮賊ノ亂ノ時即チ西曆千八百六十二年、同六十三年-ーハ同氏ハ寧波地方二屯セ，ジケ 
H 氏 CP.OIQUEL ) ノ率 キシ 軍隊 一一 屬シ タリ 時 二 其職務ノ餘暇ヲ利用シ以テ採集 セ 〆 支那產植物ノ標品ハ巴里ノ 
ドラ — ク、デル，、カスチロ 氏 ( otdAKE DEL CASTILLO 〕 所藏ノ Herbarium (標品 *) 中-1保存セラル其採集品中ノ 
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